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1　主題設定の理由
（1）社会の要請から
　情報化社会の進歩が加速し続ける中，あらゆる情報
があふれ，その受信，発信を誰もがすることができる
ようになり，価値観も多様化していると同時に，環境
問題など地球規模で解決していかなければならない問
題が山積している。文部科学省策定の「英語が使える
日本人の育成のための行動計画」では，グローバル化
とIT革命の進展を背景に，「英語は，母語の異なる人々
の間をつなぐ国際的共通語として最も中心的な役割を
果たしており，子どもたちが 21 世紀を生き抜くため
には，国際的共通語としての英語のコミュニケーショ
ン能力を身に付けることが不可欠である」と英語教育
の重要性を述べている。
　また平成 24 年度の福岡県学力実態調査の調査結果
報告書によると，活用問題において平均正答率は期待
正答率より 9.5 ポイントも下回っている。特に，英文
を聞いたり読んだりして必要な情報を取り出したり，
場面に応じて自分の考えや気持ちを，つながりのある

英文で表現することができていないということが課題
として示されている。これらのことからも，英語科で
は，様々な媒体を通して英語を「聞いたり」「読んだ
り」して単に情報を得るだけではなく，その情報に関
して自らの体験や考えなどと照らし合わせたり，さら
に既習の知識・技能と結びつけたりするなどしながら

「書いたり」「話したり」することにつなげていく力を
育成することが必要であると考える。

（2）これまでの英語学習における課題から
　英語の学習において子どもたちは，言語材料を学習
しその意味，形式，はたらきなどは十分理解できてい
ると思っていても，実際に異文化の背景をもつ人との
コミュニケーションの場面では使えないという状況が
往々にしてある。また，読んだり，聞いたりした内容
を理解し，それをもとに自分では伝えたい内容を論理
的に書いて整理し，もうすでに伝えられると思ってい
るが，実際のコミュニケーションの場面では，なかな
か相手に伝わらないもどかしさや不足感を感じること
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要　　約
　グローバル社会が急速に進む社会情勢の中で，身のまわりに溢れる様々な情報の中から，自らの力で必要なものを
取捨選択し，それらを上手に取り込みながら，自己の考えを発信し，異文化を背景にもつ人々と相互理解を図ること
ができる能力や態度を養うことが不可欠となってきている。
　そんな中，今日の英語科学習指導において，「聞く」「話す」「読む」「書く」という４つの技能を統合的に扱いなが
ら，総合的にコミュニケーション能力を高めることが求められている。
　そこで，本研究は，Reading 教材をもとに，子どもの“気づき”をいかにして生み，その“気づき”の視点をもっ
て，必要な情報を取捨選択しながら，自らの課題を主体的に解決していくことができるような学習活動を実践的に究
明したものである。
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があり，後でコミュニケーションの場面を振り返って
みて，「あんな風にすればよかった」「こんな風に言え
ばよかった」など思うこともたくさんある。
　そこで，子どもが異文化の背景をもつ人とのコミュ
ニケーションの場面（特に対話など即時性が必要な場
面）で感じた“伝わらないもどかしさ”や“不足感”
の原因を解消するため，課題に対する子ども自身の気
づきをいかにして生み，その視点から自己の課題を見
いだし，課題に主体的にたらきかけ解決していくこと
ができるようになることが必要であると考える。

2　主題の意味
　本研究において，英語科における「社会を生き抜く
力」とは，多様な文化的背景をもつ人との関わりの中
で，相手の意図や考えを的確に理解し，自分にとって
必要な情報を取捨選択しながら取り入れ，自分が伝え
たいことを，取り入れた情報を活用して，理由や根拠
とともに，論理的に相手に説明したり，反論したり，
相手を説得したりしながら相互理解を図ることができ
る能力や心情，態度（コミュニケーション能力）と考
える。
　｢コミュニケーション能力」とは，多様な文化的背
景をもつ 2 人以上の人間のメッセージのやり取りの中
で，英語で「読んだり」「聞いたり」した内容を正し
く理解し，得た情報の中から，自分に必要な情報を取
捨選択したり，自らの体験や考えなどと照らし合わせ
たり，既習の知識・技能と結びつけるなどして情報に
ついての理解を深め，伝えたい内容を，相手や場に応
じた適切な表現を用いて「書いたり」，「話したり」し
て，相互理解を図ることができるようになる能力や心
情，態度のことである。
　国際化，情報化，科学技術の発展の中で，英語を使
う人口は 20 億人と言われ，その内，英語を母語とす
る人の数は約 4 億人で，残りの 16 億人が，英語を非
母国語として使っているという現状があり，文化的多
様性からくる多英語世界をつくり出し，独自の英語も
生まれている。このことから，我が国でこれまで目指
してきた，英語母語話者とのコミュニケーションを目
的としたコミュニケーション能力の育成から，その範
囲を異言語話者間とのコミュニケーションまで広げた
コミュニケーション能力の育成へとシフトしていく必
要があると考える。

3　副題について
（1）副題の意味
　「Reading」とは，コミュニケーションを図る上で
有益となる情報を英文で読むことである。
　「Reading based」とは，異文化の背景をもつ人と
のよりよいコミュニケーションを目指して，子どもが
自己の課題に気づくことができる教師とのインタラク
ションを展開するために，コミュニケーションを図る

上で有益な情報を含む英文を読むことを基軸とするこ
とを指す。
　「Reading based インタラクション」とは，コミュ
ニケーションを図る上で有益な情報を含む英文を読ん
だ後に，Reading 教材の中の，語彙，表現，内容等に
ついての教師と子どもとのやりとりのことを指す。一
次においては題材に対する子どもがもつ背景知識の活
性化を図り，活動への関心を高め，二次においては自
己のコミュニケーションに対する課題を分析するため
の視点をもつことができるようにすることをねらいと
する。
　「再構成活動」とは，Reading based インタラクショ
ン②でもった視点をもとに，モデル文や友だちの考え
と自分の考えを比較し，自分の課題や友達の考えに含
まれるよさを明らかにし，相手にとってよりわかりや
すい内容や表現，伝え方についての理解を深め，伝え
たい内容を付加，修正したり，作り直したりする活動

表 1　 Reading based インタラクションのねらいと
学習活動の内容

活動 ねらい 活動内容

Reading 
based

インタラク
ション①
（一次）

活動の内容に関する背
景知識（スキーマ）の
活性化を図ったり，新
しい語彙や表現，言語
材料について知り，活
動への関心を高めるこ
とができるようにす
る。

Reading ① の 中 か
ら， 新 出 の 語 彙，
表現，内容等につ
いて，教師と子ど
もとが英語でやり
とりを行う。

Reading 
based

インタラク
ション②
（二次）

子どもが，コミュニ
ケーション活動①で感
じた，伝わらないもど
かしさや不足感の原因
となる課題を解決する
ための視点をもつこと
ができるようにする。

Reading ② の 中 か
ら，コミュニケー
ション①における
子どもの課題につ
ながる語彙，表現，
内容等について教
師と子どもとのや
りとりを行う。

表 2　 本研究における再構成活動のねらいと学習活動
の内容

活動 ねらい 活動内容

課題
分析

自分の課題や友だちの
考えに含まれるよさに
気づくことができるよ
うにする。

教師とのインタラク
ションでもった視点を
もとに，モデルや友だ
ちの考えと自分の考え
を比較する。

リフレ
クショ

ン

相手にとってよりわか
りやすい内容や表現，
伝え方について理解す
ることができるように
する。

ペアまたはグループで
考えた解決策や , 見出
したよさについて全体
で共有する。

再構成

読んだり聞いたりして
得た知識や情報をもと
に伝えたい内容を構築
することができるよう
にする。

見出した課題の解決策
やよさをもとに自分の
考えや情報を付加，修
正したり，作り直した
りする。
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を指す。具体的には以下に示す通りである。
　Reading based インタラクションと再構成活動を位
置づけた単元構成の工夫を通して」とは，第二次と第
三次で類似しているが異なった課題のコミュニケー
ション活動を設定し，第二次において課題解決に向け
た言語材料を学習し，それを活用したコミュニケー
ション活動と Reading based インタラクション，再
構成活動を行い，第三次で，第二次の中で獲得した言
語材料，内容，伝え方を活用して，発展的な課題を解

決していく学習過程のことである。具体的には，第一
次では，Reading ①の中から，Reading based インタ
ラクション①を行うことで，自己の課題を設定する。
また第二次では，コミュニケーション活動①の中で感
じた自身の不足点などの課題を Reading based イン
タラクション②で明らかにし，その後の再構成活動を
通して，課題解決を図ることで，三次において，異文
化の背景をもつ人とのコミュニケーションがよりよい
ものになると考える。

（2）学習過程のモデル　

4　めざす子ども像
○ 必要な情報について主体的に理解しようとしたり，

自分の考えや伝えたい内容を積極的に伝えようとし
ながらコミュニケーションを図ろうとする子ども

○ 読んだり，聞いたりして，必要な情報を取捨選択し，
今までの体験などと結びつけて，自分の考えや伝え
たい内容を適切に書いたり，話したりして表現する
ことができる子ども

○ 読んだり，聞いたりして得た情報や，話し手や書き
手の意向を正しく理解することができる子ども

○ 言語材料の言語形式，意味内容，言語機能を理解す
ることができ，その背景にある異文化を理解するこ
とができる子ども

5　研究の仮説
　英語科の学習活動において，Reading based インタ
ラクションと再構成活動を位置づけた単元構成の工夫
を行えば，子どもは，新しい言語材料や，テキストの
内容を正しく理解し，情報の中から必要なものを取捨
選択したり，既習の知識・技能と結びつけながら，自
らの体験や考えなどと照らし合わせたりして，伝えた
い内容を構築し，獲得した情報についての理解を深め，
獲得した情報を場面に応じて適切に用いながら，コ
ミュニケーションを行い，相互理解を図ることができ
るようになるので，コミュニケーション能力を高める
ことができるであろう。

表 3　Reading based インタラクションと再構成活動を位置づけた学習過程のモデル
段階 第一次 第二次 第三次

ね
ら
い

活動の内容に関する背景知識
（スキーマ）の活性化を図り，
新しい語彙や言語材料を知り活
動への関心を高め，内容や言語
材料の視点で課題を設定するこ
とができるようにする。

　英語で聞いたり読んだりして得た情報の中から必要
なものを取捨選択したり，既習の知識・技能と結びつ
けながら，自らの体験や考えなどと照らし合わせたり
して，言語材料や , 獲得した情報についての理解を深
め，自分が伝えたい内容を構築することができるよう
にする。

　新しい言語材料や獲得し
た情報を場面や相手に応じ
て適切に用いながら，コミュ
ニケーションを行い，相互
理解を図ることができるよ
うにする。

子
ど
も
の
活
動

1　Reading ①
　 Reading based イ ン タ ラ ク

ション①
2　課題設定
 

3　言語材料の学習
4　モデル Reading, Writing
5　プラクティス（個人，ペア，グループ）
6　JTE（ALT）とのコミュニケーション活動①
7　 Reading ②  Reading based インタラクション②
8　再構成活動

〔（1）課題分析　（2）リフレクション　（3）再構成〕

 9　Writing
10　 プラクティス（個人，

ペア，グループ）
11　 ALT，GT とのコミュ

ニケーション活動
12   活動の振り返り（VTR

視聴）とまとめ

教
師
の
援
助

○トピックの紹介
○ 背景知識の活性化を図った

り，言語材料への気づきを促
すモデルの提示

○ 活動で必要な既習事項を確認
し，課題を明らかにするため
の対話活動や交流活動の設定

○言語材料の学習の設定
○ 表現内容を獲得するためのモデル Reading と

Writing の設定
○ 自分の考えや情報を相手に伝えることができるよう

にするための個人やペア，グループでの練習の設定
○ コミュニケーションにおける課題に気づくことがで

きるようにするための JTE とのやりとりの設定
○ 文法面，談話的，方略的な面 , さらに伝えたい内容

の課題解決を図ることができるようにするための再
構成活動の設定 

○ 新たな場面におけるコ
ミュニケーションの場の
設定

○  VTRを使って振り返りと
まとめの場面の設定
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6　研究の実際
（1）活動主題
　「オリジナル絵本をつくり紹介しよう。」

（2）単元構想
　誰しもが幼少のころ，絵本の読み聞かせを聞いた
り，絵本を手にとったりした経験がある。現在では大
人をターゲットにした芸術性の高いものも出版されて
いる。絵本の特徴として，絵で内容が推測できる上に，
音の聞きやすさが挙げられ，言葉とイメージ（視覚か
ら得た情景）を関連付けて，言葉の意味を学習するこ
とができる。また，絵本を誰に向けてつくるのかとい
うことを考えることで，相手意識をもち，さらには言
語材料などが文脈の中でどんなはたらきをしているの
かなどを理解し，実際に使いながら絵本をつくったり，
紹介したりしてコミュニケーションを行い，相互理解
を図ることができるようになると考える。そこで，「オ
リジナル絵本をつくり紹介しよう。」ということを活
動主題とし，英語で絵本をつくったり，読み聞かせを
したりして紹介する活動を設定する。子どもは，提示
された資料（ALT からのビデオレターや既成の絵本，
JTE との絵本の内容に関するやりとり）を聞いたり，
読んだりして，一般動詞や複数形，接続詞などの言語
材料や，絵本独特の表現法（同じ言葉の繰り返しなど）
などの情報を獲得し，その中から自分にとって必要な
情報を取捨選択することができる。また，その情報と，
これまでの自分自身の経験や既習の知識などと結びつ
けたりしながら，相手にとってよりわかりやすい内容
でオリジナルの絵本をつくり，さらに，よりわかりや
すい伝え方について理解を深め，紹介することができ
ると考える。言語材料としては，一般動詞，複数形，
接続詞について学習する。これらを学習することで，
これまでの Yes か No かでのやりとりから，人やもの
の行為や動作についての具体的なやりとりを行うこと
ができるようになり，さらに接続詞のはたらきについ
て理解することができるようになると考える。

（3）本単元におけるねらいと工夫点
　そこで本活動では，一般動詞や複数形，接続詞の意
味や形式，はらたきと，英語絵本の中で，相手により
わかりやすく伝えるための内容や表現について理解
し，読んだり聞いたりして得た情報や知識をもとに伝
えたい内容を構築し，それらを適切に用いながらコ
ミュニケーションを行って相互理解を図ることができ
るようにすることをねらいとする。そのために次のよ
うな工夫を行う。
・ 新しい言語材料のはたらきを文脈の中で理解するこ

とができるようにするため言語材料を含む絵本を
使った学習を行う。

・ 学習した言語材料の文脈の中で使うことができるよ
うにするため，絵に沿って自分のオリジナルの内容

について考える活動を設定する。
・ 自分の不足点に気づくことができるように，JTE

に絵本の読み聞かせを行う場を設定する。
・ 自己の課題を見いだすための視点をもつことができ

るように，JTE との英語でのやりとりを行う場を
設定する。

・ 自己の課題に気づくことができるように，元話や友
だちが作った作品と自分が作ったものと比較する場
を設定する。

・ 自己の課題を認識し，相手にとってよりわかりやす
い情報や伝え方にすることができるように，比較活
動により見出した課題や友だちの作品に含まれるよ
さを交流し，共通する点や，新たに見出した課題に
ついて明らかにし，解決策について考える場を設定
する。

・ 課題や解決策を共有することができるようにするた
め，明らかになった課題とその解決策について全体
で交流する場を設定する。

・ ALT を納得させられるように，よりよい内容や伝
え方ができるように，自分が作成した絵本を付加，
修正，または作り直しを行い，ペアで練習を行い，
JTE に伝える活動を設定する。

（4）単元の仮説
　「オリジナル絵本をつくり紹介しよう」という言語
活動において，Reading based インタラクションと再
構成活動を位置づけた単元構成の工夫を行えば，子ど
もは，一般動詞や複数形，接続詞の意味や形式，はら
たきと，英語絵本の中で，相手によりわかりやすく伝
えるための内容や表現，伝え方について理解し， 読ん
だり聞いたりして得た情報や知識をもとに伝えたい内
容を構築し，それらを適切に用いながらコミュニケー
ションを行い相互理解を図ることができるようになる
ので，コミュケーション能力を高めることができるで
あろう。

（5）指導の実際
　①第一次
　第一次では，絵本を読む活動や題材に興味，関心を
もち，絵本を聞いたり読んだりして，新しい情報に気
づき，内容や言語材料の視点で課題を設定することが
できるようにすることをねらいとした。
　まず ALT からのビデオレター（アイルランドにい
る甥の誕生日にオリジナルの絵本を作って送ってあげ
たいので一緒に作ってくれないかという内容）を視聴
する。そこで実際に英語の絵本「Brown bear Brown 
bear what do you see?」を読んだり，聞いたりして，
その内容についてメモをとり，ペアで内容について交
流を行った。その後，絵本の題材や新しい語彙や表現，
言語材料に気づくことができるように，その絵本に関
する教師との英語でのやりとり（Reading based イン
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タラクション①）を行った。さらに絵本「Let’s  play: 
Leo Lionni 作」の絵（5 コマ）を使って実際にオリジ
ナルのストーリー【資料 1】づくりを行った。このこ
とで子どもは，絵本をつくるという活動に興味・関心
をもち，絵本を読む人，つまり相手意識をもって絵本
をつくらなければいけないということや，本単元で学
習する動作を表す動詞（一般動詞）について学習をし
なければいけないという課題【資料 2】をもつことが
できた。

　②第二次
　第二次では，一般動詞や複数形，接続詞（but, and, 

then）の意味や形式，はらたきと，英語絵本の中で，
相手によりわかりやすく伝えるための内容や表現，伝
え方について理解し，読んだり聞いたりして得た情報
や知識をもとに伝えたい内容を構築することができる
ようにすることをねらいとした。
　そこでまず，新しい言語材料のはたらきを文脈の中
で理解し，使うことができるようにするため一般動詞
や複数形，接続詞などの言語材料の学習を行った後，
学習した言語材料が自然な形で使うことができる絵本

「The very hungry caterpillar（腹ぺこあおむし）」の
絵に沿って自分のオリジナルのストーリーを考える活
動を行った。その後，自分の作成したオリジナルのス
トーリーを，ALT に伝えるが，ALT の反応が予想と
違っており，上手く伝わっていないことを実感する。そ
こで伝わらなかった原因をさぐるため，「The hungry 
caterpillar（腹ぺこあおむし）」のオリジナルのストー
リーを読み，その内容や表現，伝え方などについて
JTE との英語でのやりとり（Reading based インタラ
クション②）【資料 3】【写真 1】を行った。
　またそこでもった視点をもとに，元話や友だちが
作った作品と自分が考えたものと比較し，さらにペア
で互いの作品を読み，共通する課題を明らかにし，課
題解決策について考えたり（課題分析），友だちの作
品がもつよさを共有することを行った。そして，明ら
かになった課題とその解決策，自分や友だちの作品
がもつよさを全体で交流を行った（リフレクション）。
最後に，自分が作成した絵本の内容や表現，伝え方な

資料 1　生徒が作成したオリジナルストーリー

資料 2　一次で設定した課題

生徒Ａの課題

生徒Ｂの課題 

資料 3　Reading based インタラクションの一部
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どについて共有した課題やよさをもとに，自分のス
トーリーを付加，修正，または作り直し（再構成），
ペアで練習を行った。子どもはまず Reading based 
インタラクション②を行うことで，自己の課題や価値
に気づくための視点，つまり一般動詞と be 動詞を混
同して使っていたり，複数形を正しく使えていないと
いう文法的な間違いや，話を方向付けるためのディス
コースマーカーとしての役割を果たす接続詞を効果的
に使えていないということ，相手によりわかりやすく
絵本の内容を伝えるための伝え方（例：同じ表現を繰
り返す）などの視点をもつことができた。またそこで
気づいた視点をもってモデルや友だちのストーリーと
比較することで【写真 2】，自分が考えた内容の課題
やよさを明確にすることができた。さらにその課題や
よさを全体で共有することで自分が気づいていない課
題やよさも同時に明確にすることができ，自分自身の
課題と照らし合わせてストーリーの付加・修正を行っ
た。

　③第三次
　第三次では，二次までに獲得した知識，つまり絵本
を相手意識をもって，よりわかりやすくする方法を活
かして，それぞれがオリジナルの絵本を制作するこ
とを行った。子どもはまずオリジナルのストーリーと
絵コンテを描き，絵本台紙を使って制作した。また，
できあがったオリジナルの作品をそれぞれ ALT に紹
介し，作品に関する ALT からの質問に答える場面を
設けた。その後 ALT が審査を行い，優秀作品を選
出，表彰し，その作品についてはアイルランドに住む
ALT の甥に誕生日のプレゼントとして郵送すること
を行った。最後に活動全体を振り返ったことで，今後
さらに類似した場面や新たな場面においても，相手意
識をもってコミュニケーションを図ることや，be 動
詞と一般動詞を使い分けたり，接続詞を用いてまとま
りのある英文を作成したり，相手にわかりやすく伝え
たりするということをまとめることができていた。

（6）本時研究授業における仮説検証と考察
　本時研究授業において次のような仮説検証を行っ
た。

　①本時のねらい
　英語絵本の中で，相手によりわかりやすく伝えるた
めの内容や表現，伝え方について気づき，理解するこ
とができるようにする。

　②本時仮説
　相手によりわかりやすく伝える絵本の内容を見直す
活動において，絵本の元話をもとに語彙，表現，内容
に関する教師（JTE）とのやりとりや，元話や友だち

写真 1　Reading based インタラクションの様子

写真 2　 自分のストーリーと友だちのストーリーとの
比較を行っている様子

接続詞の必要性

資料 4　モデル文との比較から明らかになった課題

資料 5　 課題分析から見いだした自分や友だちの作品
のよさ

習得した言語材料を正し
く使えているか相手意識をもつ

ことの必要性

接続詞を使うよさ
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の作った内容と自分が作った内容を比較，分析し，ペ
アや全体で交流する活動を設定すれば，子どもは，絵
本の内容を考える中での自分の課題や，自分や友だち
の内容に含まれたよさを見出すことができるので，相
手によりわかりやすく伝えるための内容や表現，伝え
方について理解することができるようになるであろ
う。

　③仮説検証
【検証Ⅰ】

　絵本の元話をもとに語彙，表現，内容に関する教
師（JTE）とのやりとり（Reading based インタラ
クション②）を行ったことは，課題分析に向けた視
点（自分の課題やよさを見出すための視点）をもつ
ことに有効であったか。

　モデル文シートの子どものマーキング箇所より判断
し，次の ABC の三段階で評価を行った。

A： モデル文の中で，以下の条件を満たす箇所にマー
キングをしている。

　　※ 以下の内容から（1）（2）（3）（4）のうち３つ
以上の項目について。

B： モデル文の中で，以下の条件を満たす箇所にマー
キングしている。

　　※ 以下の内容から（1）（2）（3）（4）のうちいず
れか２つの項目について。

C：A，B 以外
内容 マーキング箇所

（1 ）Be 動詞と一
般動詞の使い
分け

・I start
・I eat
・I build（make）
・I sleep
・I build

（2）複数形
・pears  ・plums
・strawberries  ・oranges
・foods

（3 ）同じ表現を
繰り返し使う

繰り返しの表現
・On 曜日→（何曜日に）
・ I eat ～，but I am still hungry.

（4 ）接続詞を使っ
てわかりやす
く伝える方法

　接続詞（and）
　接続詞（but）
　接続詞（then）

　検証結果から，絵本の元話をもとに語彙，表現，
内容に関する教師（JTE）とのやりとり（Reading 
based インタラクション②）を行ったことは，課題分
析に向けた視点をもつことに概ね有効であったと考え
る。
　その内容としては，文法事項，特に一般動詞と be
動詞を混同して使用していた子どもや，複数形が正し

く使えていなかった子どもについては自分が間違った
項目に該当する箇所に 100％マーキングをすることが
できていた。また接続詞の使用に気づいた子どもが
28 名（40 人中）おり，子どもは，次の課題分析に向
けての視点をもつことができたと考える。

【検証Ⅱ】

　モデル文や友だちの作った内容と自分が作った内
容を比較，分析し，全体交流を行ったことは，絵本
の内容を考える中での自分の課題や，自分や友だち
の内容に含まれたよさを見いだし，理解することが
できることに有効であったか。

　学習プリントの「自分の課題」と「自分の作品のよ
さ」，「友だちの作品のよさ」の欄の記述より判断し次
の三段階で評価を行った。

A： 言語材料，語彙・表現，伝え方に関する以下の
３つのうち２つ以上を，自己の課題または自分
が作った作品に含まれるよさ，または，友だち
が作った作品に含まれるよさの中で挙げること
ができる。

B： 言語材料，語彙・表現，伝え方に関する以下の 3
つのうち１つ，自己の課題または自分が作った作
品に含まれるよさの中で挙げることができる。

C：A，B 以外
・be 動詞と一般動詞の使いわけ
・複数形を正しく使えているか
・接続詞の使用
・相手意識をもった伝え方，表現

　検証結果から，モデル文や友だちの作った内容と自
分が作った内容を比較，分析し，全体交流を行ったこ
とは，絵本の内容を考える中での自分の課題や，自分
や友だちの内容に含まれたよさを見いだし，理解する
ことができるようになるのに概ね有効であったと考え
る。これは直前に行った Reading based インタラク

資料 6　 課題分析に向けた視点をもつことができたか
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ションの中で，自分が作成したオリジナルのストー
リーとのズレに気づき，改善の視点をもったことで，
その中でできた枠を通してモデル文との比較を行い，
課題を明確にすることができたと考える。さらに，モ
デルとの比較だけでは終わらず，友だちのストーリー
との比較を行うことで，友だちの課題（自己の課題と
重なるもの）やよさも同時に見つけ，自己の課題，具
体的な改善策をもつことができたと考える。しかし子
どもの具体的な記述をもとに，検証の 3 つの項目をよ
り細分化（より具体的に）して見取る必要があると考
える。

7　全体考察
　本研究においては，「読む」から「聞く」「書く」「話
す」という活動に繋ぐ，いわゆる 4 技能統合学習の在
り方の 1 つのパターンを模索することを最大のねらい
としている。子どもが自己の課題を主体的に解決して
いくことができるようになるためには，その入口とし
ての“気づき”が大きな役割を担っていると考える。
そこで Reading 教材をもとにした教師とのやりとり
において子どもの“気づき”をいかにして生み，その
気づきによってもった視点をもとに，自身の課題や解
決策を段階的に明確にしていくことを行った。子ども
が学習した言語材料を使って伝えたい内容を考えた
後に，Reading based インタラクションを行ったこと
で，子どもは自分が作成した内容とモデルを重ね合わ
せながら，自身の課題の枠となるものを，教師とのや
りとりの中で構築していくことができたと考える。ま
また，そこでもった視点をもとに，モデルとの比較や
友だちの作品との比較というように，二段階での比較
活動を行ったことで，自己の課題や改善策が次第に明
確にもつことができるようになったと考える。しかし，
Reading based インタラクションに入る前の段階で，
子どもに伝わらないもどかしさや不足感を生む手だて
として ALT との不十分な対話の場面を設定すること
だけにとどまっていることが課題として挙げられる。
また Reading based インタラクションによって生む

“気づき”の内容によって，その方法や内容は様々で
あるので，やりとりの類型化などの工夫を図る必要が
あると考える。
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資料 7　 自分の課題やよさを見いだし，理解するこ
とができたか
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